
平成２２年１月相模原市教育委員会定例会 

 

○日  時 平成２２年１月２１日（木曜日）午後２時００分から午後２時０９分まで 

○場  所 相模原市役所 教育委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名委員の決定 

３．議  事 

日程第 １（議案第 １号） 相模原市立図書館協議会委員の人事について（生涯学習

部） 

４．閉  会 

 

○出席委員（５名） 

委 員 長  溝 口 碩 矩 

委員長職務代理者  小 林 政 美 

教 育 長  岡 本   実 

委 員  金 川 純 子 

委 員  斎 藤   文 

 

○説明のために出席した者 

教 育 局 長  榎 田 達 雄  教 育 環 境 部 長  三 沢 賢 一 
 
学 校 教 育 部 長  小 宮 満 彦  生 涯 学 習 部 長  大 貫 英 明 
 
教 育 局 参 事  柿 沢 正 史  教 育 総 務 室  田 中 雅 幸 
兼教育総務室長           担 当 課 長   
 
生涯学習部参事  西 原   巧  ス ポ ー ツ 課  神 藤 次 郎 
兼スポーツ課長           担 当 課 長   
 
ス ポ ー ツ 課  大 貫   薫  図 書 館 長  成 瀬 正 行 
担 当 課 長   
 
図書館担当課長  瀧 田   進  図 書 館 主 幹  横 山 登美子 

 

○事務局職員出席者 

教育総務室副主幹  杉 山 吏 一  教育総務室主任  坂 本 正 俊 
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午後２時００分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□開   会 

◎溝口委員長 それでは、ただいまから相模原市教育委員会１月定例会を開会いたします。 

本日の出席委員は５名で定足数に達しております。 

本日の会議録署名委員に、金川委員と小林委員を指名いたします。 

なお、開会時におきます本日の傍聴人は１名でございます。 

どうぞ、お入りいただいて結構です。 

（傍聴人入場） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立図書館協議会委員の人事について 

◎溝口委員長 それでは、議事日程に基づき、これより日程に入ります。 

日程１、議案第１号、相模原市立図書館協議会委員の人事についての説明をお願いいた

します。 

○大貫生涯学習部長 議案第１号、相模原市立図書館協議会委員の人事について、ご説明申

し上げます。 

図書館協議会の委員につきましては、図書館法第１５条の委員構成に関する規定により、

６名を委嘱しておりますが、このうち、社会教育の関係者としてお願いしておりました石

川壽々子委員から、任期途中において辞職の申し出がございましたので、これを承認し、

後任として、相模原市社会教育委員会議からご推薦をいただきました吉川恵美氏を１月２

２日付で委嘱するものでございます。 

吉川氏は、現在、本市社会教育委員で、相模原市女性学習グループ連絡協議会代表でご

ざいます。 

なお、任期につきましては、前任者の残任期間で、平成２２年８月２８日まででござい

ます。 

以上で、議案第１号の説明を終わらせていただきます。よろしくご決定くださるよう

お願い申し上げます。 

◎溝口委員長 説明が終わりました。ご意見等ありましたらお願いいたします。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、これより採決を行います。 
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  議案第１号、相模原市立図書館協議会委員の人事についてを原案どおり決するにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第１号は可決されました。 

以上で本日の議事はすべて終了いたしました。 

次に、事務局から１件報告があるようです。 

スポーツ課長、お願いいたします。 

○西原スポーツ課長 お手元の資料１をご覧いただきたいと存じます。２０１８年、２０２

２年、ＦＩＦＡワールドカップの本招致につきまして、ご説明申し上げます。 

本招致への申請経過でございますが、神奈川県サッカー協会から相模原市体育協会を

通じまして、２０１８、２０２２年ＦＩＦＡワールドカップ招致につきまして、資料１の

上段、１の正式立候補の枠組みの（２）のところなのですが、チームベースキャンプの条

件、観客席や報道会見室、照明などの条件に該当するため、相模原麻溝公園競技場の本招

致への応募について打診がございました。日本サッカー協会がサッカー界を発展させるた

めではなく、サッカーを通じて日本のサッカー文化を活性化させ、子どもたちに夢を与え

るための大きな機会として、継続的な活動として、招致に取り組む開催希望年として２０

１８年及び２０２２年とすることに同意いたしまして、チームベースキャンプにつきまし

て、神奈川県サッカー協会を経由して、本年１月７日にＦＩＦＡワールドカップ日本招致

委員会へ申請をいたしました。 

招致によるメリットといたしましては、シティーセールス、国際友好親善、スポーツ

振興、地域経済の活性化などと考えております。 

招致の登録金につきましては、ＰＲ活動を含めたさまざまな招致活動の財源の一部と

して、１０万円を納入することとなっております。 

今後の日程につきましては、２月２６日までに契約書の締結、５月３１日までに招致

登録金の納入、そして本年１２月２日にＦＩＦＡ理事会におきまして開催国が決定される

ことになっております。 

それから、参考といたしまして、１月１４日現在の開催地自治体及びチームベースキ

ャンプの一覧を添付させていただきました。以上でございます。 

◎溝口委員長 報告が終わりました。ご質問等ございませんでしょうか。 

◎金川委員 オリンピックなんかでも、東京オリンピック誘致に関して、もちろんいいこと
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もたくさんありますけれども、デメリットになることも幾つかあったと思うのですが、今

回のこれはメリットは書いてありますが、デメリットというようなことは何かありますか。 

○西原スポーツ課長 東京オリンピックのときにも、いろいろとそう言われていましたけれ

ども、今、私どもでは特にデメリットはないというふうに考えておりまして、以前にワー

ルドカップを韓国と日本とで行ったときに、大分の方でベースキャンプということで、か

なりその地域の人たちと交流があったり、サッカー教室をやっていただいたりとか、そう

いうことがあったというふうにテレビでも見ていますので、そういうことに期待をしてい

ます。 

◎溝口委員長 ２０１８、２０２２と書いてありますが、これは両方でしょうか。または、

どちらでもいいのでしょうか。 

それから、もう一つ、２番にチームベースキャンプの立候補と書いてありまして、現

在市内ホテルと調整済みとありますが、宿泊地等については大丈夫なのでしょうか。 

○西原スポーツ課長 ２０１８年と２０２２年を同時に、ことしの１２月にＦＩＦＡの方で

検討するということになっていますので、同時に申し込みをいたしました。 

それと、ベースキャンプの候補地のホテル等なのですが、相模大野にあります小田急

センチュリーさんと事前に協議をさせていただきまして、２０１８年、２０２２年に日本

で開催が決まったときには、小田急センチュリーで受け入れができるということで了解を

いただいております。 

◎溝口委員長 ほかにご質問等ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 それでは、この件はこれでよろしいですか。 

報告は以上のようでございます。 

では最後に、次回の会議予定日でございますが、２月１２日、金曜日、午後２時から第

３委員会室で開催する予定でよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 それでは、次回の会議は２月１２日、金曜日、午後２時の開催予定といたし

ます。 

以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

  これをもちまして、定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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   □閉   会 

午後２時０９分 閉会 


